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○小美玉市就学援助費支給要綱 

平成30年９月27日 

教育委員会告示第10号 

改正 平成31年４月26日教委告示第２号 

令和元年５月13日教委告示第３号 

令和３年３月26日教委告示第２号 

令和４年３月28日教委告示第２号 

(目的) 

第1条 この要綱は，学校教育法(昭和22年法律第26号)第19条の規定に基づき，

小美玉市(以下「市」という。)が就学に必要な費用(以下「援助費」という。)

の支給に関し，必要な事項を定めるものとする。 

(支給対象者) 

第2条 援助費の支給対象者は，市に住所を有する者のうち，公立の小学校，中

学校若しくは義務教育学校(以下「学校」という。)に在籍している児童又は

生徒(次年度に学校に就学を予定している者又は児童を含む。以下「児童生徒」

という。)の保護者(以下「保護者」という。)で，次の各号のいずれかに該当

する者とする。 

(1) 生活保護法(昭和25年法律第144号。以下「法」という。)第6条第2項に

規定する要保護者である者(以下「要保護者」という。) 

(2) 別表に規定する認定基準により要保護者に準ずる程度に生活に困窮し

ていると認める者(以下「準要保護者」という。) 

2 要保護者又は準要保護者のうち，次の各号のいずれかに該当する場合は，関

係する市町村と協議し，援助費の支給を行うものとする。 

(1) 市の学校の児童生徒で，保護者が市に住所を有していない場合 

(2) 市以外の学校の児童生徒で，保護者が市に住所を有している場合 

(3) 災害による被災者で，生活に困窮しているとして申請があり，学校長が

同意をしたもの 
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(援助費の費目) 

第3条 支給する援助費の費目は次に掲げるとおりとする。ただし，要保護者が

法第13条に規定する教育扶助として支給を受けているものを除く。 

(1) 学用品費 

(2) 通学用品費(第6号の入学準備金又は第7号の新入学児童生徒学用費の交

付を受けた者は除く。) 

(3) 校外活動費 

(4) 通学費 

(5) 修学旅行費 

(6) 入学準備金(市に住所を有し，次年度に就学を予定する児童生徒の保護

者に限る。) 

(7) 新入学児童生徒学用品費(学校の第1学年(義務教育学校においては，第1

学年又は第7学年)に在学する児童生徒の保護者であって，前号の入学準備

金の交付を受けていない者に限る。) 

(8) 医療費(学校保健安全法施行令(昭和33年政令第174号)第8条に規定する

疾病の治療に要する費用のうち，保護者が負担する費用をいう。) 

(9) 学校給食費 

(10) 卒業アルバム代等 

(援助費の額及び支給時期等) 

第4条 援助費の支給額，対象学年及び支給時期は，別に定めるものとする。 

(援助費の支給申請) 

第5条 援助費の支給を受けようとする保護者は，就学援助申請書兼世帯票(様

式第1号)に，次の各号に掲げる必要書類を添付の上，当該児童生徒の在学す

る学校長(以下「学校長」という。)を経由して教育委員会に提出しなければ

ならない。なお，第2条第2項第3号により申請を行うものは，当該世帯の状況

により所得額を確認する書類の提出が困難であると教育長が認めたときは，

書類の提出を求めないことができる。 
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(1) 同一世帯で収入を有する者全員の源泉徴収票又は確定申告書の写しそ

の他所得が分かる書類 

(2) 依頼書 

(3) 準要保護に関する調書 

(4) 担当民生意見書 

(5) その他教育長が必要と認める書類 

2 前項の規定にかかわらず，第3条第6号に掲げる入学準備金の交付を受けよう

とする次年度に学校の第1学年に就学を予定する児童の保護者は，教育委員会

が指定する日までに，入学準備金兼入学年度用就学援助申請書(様式第2号)

に必要書類を添付し，教育委員会に提出しなければならない。 

(認定) 

第6条 教育委員会は，前条第1項に規定する申請書を受理したときは，その内

容を審査の上，準要保護児童生徒の認定の適否を決定し，就学援助認定(不認

定)通知書(様式第3号)により，学校長を経由して保護者に通知するものとす

る。ただし，同条第2項に基づく認定の適否の決定については，就学援助(入

学準備金)認定(不認定)通知書(様式第4号)により，保護者に通知するものと

する。 

（援助費支給計画の通知） 

第7条 教育委員会は，前条の規定に基づき就学援助の認定を行ったときは，就

学援助費支給計画通知書(様式第5号)により，その内容を学校長に通知するも

のとする。 

（事務処理の委任） 

第8条 第6条の規定に基づき就学援助の認定(第3条第1項第6号に規定する経費

に係るものを除く。)を受けた保護者(「認定保護者」という)は，委任状(様

式第6号)を，学校長を経由して教育委員会に提出するものとする。 

(支給の方法) 

第9条 援助費は，教育委員会が決定した金額を保護者が指定した口座に振り込
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むことにより支給し，教育委員会は，就学援助費支給通知書(様式第7号)を認

定保護者に通知するものとする。ただし，保護者が学校に納めるべき費用を

滞納している場合は，校長を経由して支給するものとする。 

2 前項ただし書の場合において，校長は請求書を教育委員会に提出し，教育委

員会は，援助費を校長の指定する口座に振り込むものとする。 

3 校長は，前条の規定により委任を受けているときは，援助費を保護者が学校

に納めるべき費用のうち滞納している分に相当する額に充当することができ

る。 

4 第1項による援助費の振り込みは，原則として7月，12月及び3月に行うもの

とする。 

5 校長は，第1項ただし書の規定による援助費の振り込みがあったときは，速

やかに，その旨を保護者に通知するとともに，第3項の規定による充当分を除

いて，保護者に支給するものとする。 

(援助の期間) 

第10条 援助の対象となる期間は，教育委員会が第5条の申請を受付けた日の属

する月の翌月から当該年度の3月までとする。ただし，同条第2項に基づき申

請した者が，援助費の支給が認定された場合においては，就学した年度の末

日までを援助の対象となる期間とする。 

(認定の取消し) 

第11条 教育委員会は，認定保護者が，次の各号のいずれかに該当した場合は，

援助費支給認定を取り消すものとする。 

(1) 第2条の対象者の要件を欠くこととなった場合 

(2) 偽りその他不正な手段により援助の認定を受けた場合 

(3) その他教育委員会が認定を取り消すことが適当と認めた場合 

2 教育委員会は，前項の認定保護者に対し認定を取り消したときは，就学援助

認定取消通知書（様式第8号）を学校長を経由して認定保護者に通知するものと

する。 
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(援助費の返還) 

第12条 教育委員会は，前条の規定により援助費支給認定の取消日後に援助費

を支給している場合は，援助費の全部又は一部の返還を命ずることができる。

この場合において，教育委員会は，就学援助費返還命令書（様式第9号）によ

りその旨を学校長を経由して当該認定保護者に通知するものとする。 

(補則) 

第13条 この告示に定めるもののほか，援助費の支給に関し必要な事項は，教

育委員会が別に定める。 

附 則 

(施行期日) 

１ この告示は，平成30年10月１日から施行する。 

(小美玉市就学援助事務要綱の廃止) 

２ 小美玉市就学援助事務要綱(平成18年小美玉市教育委員会訓令第11号)は，

廃止する。 

附 則(平成31年教委告示第２号) 

(施行期日) 

１ この告示は，元号を改める政令の施行の日から施行する。 

(経過措置) 

２ この告示の施行の際，現に改正前の様式による用紙で残存するものは，当

分の間，所要の修正を加え，なお使用することができる。 

附 則(令和元年教委告示第３号) 

この告示は，公布の日から施行する。 

附 則(令和３年教委告示第２号) 

この告示は，令和３年４月１日から施行する。 

附 則(令和４年教委告示第２号) 

この告示は，令和４年４月１日から施行する。 

別表(第２条関係) 
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準要保護認定基準 

前年度又は今年度において，第１号から第７号のいずれかに該当する者で，

尚且つ，第８号又は第９号に該当する者。 

(１) 生活保護法に基づく保護の停止又は廃止 

(２) 茨城県税条例(昭和25年茨城県条例第43号)に基づく個人事業税の減免，

小美玉市税条例(平成18年小美玉市条例第54号)に基づく市民税の非課税又

は減免，固定資産税の減免 

(３) 国民年金法(昭和34年法律第141号)に基づく国民年金の掛金の減免 

(４) 小美玉市国民健康保険税条例(平成18年小美玉市条例第55号)に基づく

国民健康保険税の減免又は徴収の猶予 

(５) 児童扶養手当法(昭和36年法律第238号)に基づく児童扶養手当の支給 

(６) 茨城県社会福祉協議会による生活福祉資金の世帯更生貸付け 

(７) 前各号に定める者のほか，次のいずれかに該当する者 

ア 保護者が失業対策事業適格者手帳を有する日雇労働者又は職業安定所

登録日雇労働者 

イ 保護者の職業が不安定で生活状態が悪いと認められる者 

ウ 学級費，PTA会費等の学校納付金の減免が行われている者 

エ 学校納付金の納付状態の悪い者，被服等が悪い者又は学用品，通学用

品等に不自由している者等で保護者の生活状態が極めて悪いと認められ

る者 

オ 経済的理由による欠席日数が多い者 

(８) 前年の収入額(給与収入，自営収入，雑収入，年金，児童手当，児童扶

養手当及び養育費を加えた世帯の全ての収入額)が生活保護法による保護

基準により算定した額の1.3倍未満の者 

(９) 特段の事情により(８)に準ずる者 
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様式第１号（第 5 条関係） 

就学援助申請書 兼 世帯票 

   年  月  日 

小美玉市教育委員会 様 

      申請者(保護者)住 所               

                            氏 名                    

                                                      電 話              

 下記のとおり就学援助費の支給を受けたく申請いたします。 

記 

申 請 児 童 生 徒 

氏    名 生年月日 続柄 学 校 名 学   年  組 教育扶助受給有無 

 ･ ･   年   組  

 ･ ･  年   組  

 ･ ･  年   組  

 ･ ･  年   組  

世 帯 の 状 況（保護者・本人を含む） 

続柄 氏  名 性別 生年月日 職業(勤務先)・学校名等 病気・療養の有無、期間 

   ･ ･   

   ･ ･   

   ･ ･   

   ･ ･   

   ･ ･   

   ･ ･   

居 宅 状 況 
(１)持家 

(２)借家・借間  (契約先        月額家賃       円) 

申 請 理 由 
 

添 付 書 類 
１ 源泉徴収票、課税証明書その他(確定申告の写し等)所得が分かる書類 

２ その他 

学校長の意見 

 

 

                   学校長             印 

 私は、次の内容に同意します。 

１ 市教育委員会において就学援助費の判定に必要があるときは、申請者の世帯の構成及び同一生計世帯

に属する全員の所得状況等を確認するため、住民基本台帳及び市・県民税に係る課税状況、児童扶養手

当受給状況等、関係当局において調査報告を求めること 

２ 就学援助が認定された際は、指定の口座に振り込むこと 

３ 学校に納めるべき費用に滞納がある場合には、就学援助受給に係る金銭の取扱いについて、その一切

の権限を当該学校長に委任するとともに、就学援助費から当該滞納分に充当すること 

                        

保護者氏名              
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様式第 2 号（第 5 条関係） 

入学準備金 兼 入学年度（  年度）用就学援助申請書 

  年  月  日 

小美玉市教育委員会 様 

申請者(保護者)住 所              

                            氏 名              

                                                      電 話              

 下記のとおり就学援助費の支給を受けたく申請いたします。 

記 

    申 請 児 童 生 徒（ 新 1 年 生 ） 

氏   名 生年月日 入学予定小学校 

ふりがな   

世 帯 の 状 況（保護者・本人を含む） 

続柄 氏  名 性別 生年月日 職業(勤務先)・学校名等 病気・療養の有無，期間 

本人   ･ ･   

   ･ ･   

   ･ ･   

   ･ ･   

   ･ ･   

居 宅 状 況 
(１)持家 

(２)借家・借間  (契約先        月額家賃       円) 

申 請 理 由 

※経済的に困っている状況を具体的に記入してください。 

 

入学年度の就

学援助の希望 

入学年度の就学援助を希望する場合は枠内にレ点を記入してください。 

□入学年度の就学援助を希望します。 

入学年度の就学援助

の希望をする場合 

３月中旬までに同一世帯で収入を有する者全員の源泉徴収票又は確定申告書の写しを

教育委員会担当課に提出してください。 

私は、次の内容に同意します。 

１ 市教育委員会において就学援助費の判定に必要があるときは，申請者の世帯の構成及び同一生計世帯

に属する全員の所得状況等を確認するため，住民基本台帳及び市・県民税に係る課税状況，児童扶養手

当受給状況等，関係当局において調査報告を求めること 

２ また入学予定者が入学準備金の交付を受けた後，入学前に市外へ転出した場合は，教育委員会が転出

先自治体担当に，就学援助認定による入学準備金の交付を受けた旨通知すること 

３ 就学援助が認定された際は、指定の口座に振り込むこと 

４ 学校に納めるべき費用に滞納がある場合には、就学援助受給に係る金銭の取扱いについて、その一切

の権限を当該学校長に委任するとともに、就学援助費から当該滞納分に充当すること 

 

保護者氏名             
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様式第 3号（第 6条関係） 

第   号 

 年  月  日 

  

            様 

 小美玉市教育委員会教育長  

 

 

就学援助認定（不認定）通知書 

 

 

申請のありました標記の件について、下記のとおりとなりましたので通知いたします。 

 

記 

 

児童生徒氏名    

学校・学年  学校 第  学年 

申請結果 □ 認定 年  月分から □ 不認定 

認定区分 □ 要保護 □ 準要保護  

 ※世帯員の増減及び生活保護の開始又は廃止等、認定に関する事項について変更

があった場合は、直ちに教育委員会へ申し出ること 

 

１ 認定の内訳 

支給対象費目 支給額(円) 備考 

学用品費   

通学用品費   

校外活動費   

新入学児童生徒学用品費   

学校給食費   

卒業アルバム代等   

医療費  学校保健安全法施行令第 8条の疾病の治療費を対象 

※トラコーマ及び結膜炎、白癬,疥癬及び膿か疹、中耳炎、慢

性副鼻腔炎及びアデノイド、う歯並びに寄生虫（虫卵保有を

含む。） 

上記の治療費については、医療券を発行します。(医療券が必

要な場合は、学校を通して申請してください。) 

 

２ 不認定の理由 
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様式第 4号（第 6条関係） 

第   号 

 年  月  日 

  

            様 

 小美玉市教育委員会教育長  

 

 

就学援助（入学準備金）認定（不認定）通知書 

 

 

申請のありました標記の件について、下記のとおりとなりましたので通知いたします。 

 

記 

 

児童生徒氏名    

学校・学年  学校 新第１学年 

申請結果 □ 認定 □ 不認定  

 

 

１ 認定の内訳   

支給対象費目 支給額(円) 備考 

入学準備金   

支給日  

支給方法  

 

２ 不認定の理由  
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様式第 6号（第 8条関係） 

 

 

 

 

 

 

委 任 状 
 

 

私は、学校に納めるべき費用を滞納している場合、下記の者を代理人と定め、就学援助費支給

に関する一切のことを委任します。 

 

 

 

記 

 

 

 

代理人と定める者                 学校 学校長            

 

 

委任する事項       年度 就学援助費事務                    

 

 

 

 

年  月  日 

 

 

 

保護者住所  

 

 

保護者氏名 

 

 

児童生徒名 

 

 

学校・学年 学校     年 
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様式第 7号（第 9条関係） 

第   号 

 年  月  日 

  

            様 

 小美玉市教育委員会教育長  

 

 

就学援助費支給通知書 

 

 

就学援助費について、下記のとおり支給決定しましたので、通知します。 

 

 

記 

１ 支給金額について 

支給対象費目 支給額(円) 備考 

学用品費   

通学用品費   

校外活動費   

新入学児童生徒学用品費   

学校給食費   

卒業アルバム代等   

入学準備金   

合計   

 

２ 支給年月日 

      年   月   日 
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様式第 8号（第 11条関係） 

第   号 

 年  月  日 

  

            様 

 小美玉市教育委員会教育長  

 

 

就学援助認定取消通知書 

 

 

年  月  日付けで認定した就学援助については、審査の結果、下記の理由により、 

  年  月  日付けでその認定を取り消しますので通知します。 

 

 

記 

 

学校名 学年 児童生徒名 保護者名 

    

 

認定取消しの理由 
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様式第 9号（第 12条関係） 

 

第   号 

 年  月  日 

 

  

            様 

 

 小美玉市教育委員会教育長  

 

 

 

就学援助費返還命令書 

 

 

 

小美玉市就学援助費支給要綱第 11条の規定に基づき、あなたに係る就学援助の認定を取り消した

ので、下記のとおり既に支給した援助費の返還を命じます。 

 

記 

 

学校名 学年 児童生徒名 保護者名 

    

 

１ 返還理由  

２ 返還額       円 

（内訳） 単位：円 
区分 年額 支給済額 費用額 返還額 算出基礎 

学用品費      

通学用品費      

校外活動費      

修学旅行費      

新入学児童生徒学用品費      

学校給食費      

卒業アルバム代等      

医療費      

合計      
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